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▲力士が奉納した玉垣

▲石門の奥に野見宿禰が祀られた祠があります

　

野の
み
の
す
く
ね

見
宿
禰
は
出
雲
国
（
現
在
の

島
根
県
）の
出
身
で
、日
本
書
紀
に

登
場
す
る
伝
承
上
の
人
物
で
す
。

垂す
い

仁に
ん

大
王
（
大
王
＝
当
時
の
天
皇

の
呼
称
）
の
命
で
、
当た
い
ま
の麻
蹴け

速は
や

と

相
撲
を
取
っ
た
こ
と
か
ら
相
撲
取

り
の
祖
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
見
宿
禰
は
、
垂
仁
大
王
の
大

后
（
大
后
＝
当
時
の
皇
后
の
呼

称
）
が
亡
く
な
っ
た
際
、
当
時
の

風
習
で
あ
っ
た
殉
死
（
故
人
と
共

姓
を
土は

じ
の師
臣お
み

と
改
め
た
こ
と
が
土

師
姓
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

野
見
宿
禰
は
、
大
和
の
国
か
ら

故
郷
の
出
雲
国
へ
帰
る
途
中
、
現

在
の
た
つ
の
市
で
病
死
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
野
見
宿
禰
の
死

を
悲
し
み
、
出
雲
国
か
ら
多
く
の

人
々
が
や
っ
て
き
て
、
川
か
ら
石

を
運
び
、
墓
を
作
り
ま
し
た
。
そ

の
様
子
が
野
に
人
が
立
ち
並
ん
だ

よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
野
に

立
つ
人
」「
立
野
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
い
つ
し
か
「
龍
野
」

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
社
の
石
垣
に
は
、
子
ど
も
達

が
作
っ
た
と
み
ら
れ
る
埴
輪
が
置

か
れ
、
今
も
、
野
見
宿
禰
の
功
績

を
讃
え
て
い
ま
す
。

（
取
材 

あ
ぼ
し
診
療
所 

森
山
昌
光
）

に
生
き
た
人
を
古
墳

へ
埋
め
る
こ
と
）
を

禁
じ
て
い
た
垂
仁
大

王
に
、
代
わ
り
に
埴

輪
を
作
り
埋
め
る
こ

と
を
考
案
し
ま
す
。

喜
ん
だ
垂
仁
大
王
は

そ
の
功
績
を
讃
え
、

野
見
宿
禰
を
土は

じ
つ
か
さ

師
職

（
＝
古
墳
に
立
て
る

埴
輪
や
土
器
を
つ
く

る
職
）
に
任
命
し
ま

す
。
土
師
職
に
任
命

さ
れ
た
野
見
宿
禰
は

▲頂上までは長い階段が続きます

▲奉納された小さな埴輪

野
見
宿
禰
神
社

野
見
宿
禰
神
社

（
た
つ
の
市
／
龍
野
神
社
山
側
）



No.463　2019年２月１日　（２）（３）

東
日
本
大
震
災
か
ら
も
う
す
ぐ
８
年

東
日
本
大
震
災
か
ら
も
う
す
ぐ
８
年

▲発言する黒岩専務理事

▶
大
阪
府
立
大
学
教
授

 

小
野
達
也
氏

▶
９
条
署
名
ハ
ガ
キ

　

３
月
15
日
（
金
）、
イ
ー
グ
レ

ひ
め
じ
３
階 

あ
い
め
っ
せ
ホ
ー

ル
に
て
、
姫
路
医
療
生
協
く
ら
し

・
平
和
委
員
会
主
催
の
学
習
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、「
福
島
を
忘
れ
な

い
」
〜
福
島
の
現
況
か
ら
学
ぶ
原

発
・
憲
法
・
沖
縄
〜
と
題
し
て
、

福
島
県
の
現
状
や
復
興
の
状
況
な

ど
に
つ
い
て
、
福
島
県
に
あ
る
き

ら
り
健
康
生
活
協
同
組
合 

前
理

事
長
の
川
添 

隆
司
氏
に
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
す
。

　

川
添
氏
は
、
現
在
も
同
生
協
の

須
川
診
療
所
で
内
科
医
師
と
し
て

勤
務
を
続
け
る
傍
ら
、「
原
発
は

い
ら
な
い
」
と
い
う
強
い
思
い
を

胸
に
、
原
発
・
憲
法
・
沖
縄
を
テ

ー
マ
に
、
福
島
県
内
お
よ
び
全
国

の
医
療
生
協
で
講
演
活
動
を
さ
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。「
原
発

・
憲
法
・
沖
縄
、
こ
の
３
つ
の
本

質
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
川
添
氏
は
お

これからのこれからの
 地域福祉を考える 地域福祉を考える

姫路市生活支援体制検討会議姫路市生活支援体制検討会議

　

姫
路
医
療
生
協
で
は
、
今
年

も
虹
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
行
動
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、

日
本
医
療
福
祉
生
活
協
同
組
合

連
合
会
や
全
国
の
医
療
生
協
が

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
合
わ
せ

て
、
安
心
し
て
く
ら
し
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
呼
び
か
け

る
と
り
く
み
で
す
。

　

当
生
協
で
は
今
年
も
『
安
倍

９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
を
生
か

す
全
国
統
一
署
名
』
に
と
り
く

み
ま
す
。
今
月
号
の
「
ひ
め

じ
」
に
署
名
ハ
ガ
キ
を
折
込
み

し
て
い
ま
す
（
切
手
は
不
要
で

す
）。

　

日
本
を
戦
争
が
で
き
る
国
に

さ
せ
な
い
、
子
や
孫
に
平
和
な

世
界
を
継
い
で
い
き
た
い
と
い

う
考
え
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る

皆
さ
ま
は
、
ご
署
名
の
上
返
信

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
虹
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン

駅
前
宣
伝
行
動
を
実
施
し
ま

す
。
当
日
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

や
バ
レ
ン
タ
イ
ン
カ
ー
ド
と
と

も
に
、
９
条
署
名
ハ
ガ
キ
の
配

布
や
署
名
行
動
を
実
施
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

【
虹
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
駅
前
宣
伝
】

２
月
５
日
（
火
）

 

14
：
00
〜
15
：
00

場
所
：
山
電
姫
路
駅
前
広
場

（
雨
天
時
：
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
ピ
オ

レ
前
）

２
月
６
日
（
水
）

 

15
：
45
〜
16
：
45

場
所
：
Ｊ
Ｒ
網
干
駅
前

 

（
雨
天
決
行
）

　

12
月
17
日
（
月
）、
姫
路
市
役

所
10
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、
姫

路
市
生
活
支
援
体
制
検
討
会
議

（
以
下
、
検
討
会
議
）
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

検
討
会
議
は
、「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
の
「
介
護
予
防
・

生
活
支
援
」
の
体
制
整
備
の
た
め

に
、
地
域
関
係
者
が
定
期
的
な
情

報
共
有
と
連
携
強
化
を
は
か
る
場

で
姫
路
医
療
生
協
も
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

通
常
、
検
討
会
議
は
、
姫
路
市

連
合
自
治
会
や
民
生
・
児
童
委
員

連
合
会
、
姫
路
市
社
会
福
祉
協
議

会
等
の
委
員
の
み
で
開
催
さ
れ
ま

す
が
、
今
回
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
、
地
域

福
祉
に
詳
し

い
大
阪
府
立

大
学 

人
間

社
会
シ
ス
テ

ム
科
学
研
究

科
教
授
の
小

野
達
也
氏
と

姫
路
市
社
会

福
祉
協
議

会
、
各
地
域

包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
各

保
健
セ
ン
タ

ー
・
分
室
が

加
わ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
地
域
に
お
け
る
状

況
、
進
め
方
に
つ
い
て
、
５
つ
の

地
区
が
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
の
一
つ
に
、
当
生
協
が
運

営
す
る
増
位
・
広
嶺
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
管
理
者
の
畠
田
氏
が

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

福
祉
は
幸
せ
を
作
る

福
祉
は
幸
せ
を
作
る

　

後
半
は
、
小
野
氏
に
よ
る
「
生

活
支
援
と
増
進
型
地
域
福
祉
」
と

題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
野
氏
は
、
福
祉
を
受
け
る
こ

と
に
抵
抗
感
を
持
つ
方
が
、
未
だ

に
多
い
現
状
を
捉
え
、
こ
れ
か
ら

と
説
明
。
そ
の
結
果
、
一
人
ひ
と

り
の
幸
せ
と
地
域
の
幸
せ
を
共
に

生
み
出
す
地
域
福
祉
が
実
現
で
き

る
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
の
住
民
が
主
役

地
域
の
住
民
が
主
役

　

最
後
に
、
委
員
の
方
が
意
見
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
姫
路
医
療
生

協
の
黒
岩
専
務
理
事
は
、
当
生
協

の
地
域
活
動
は
『
楽
し
く
・
お
い

し
く
・
オ
シ
ャ
レ
に
』
を
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
と
し
て
い
る
こ
と
、
認

知
症
カ
フ
ェ
や
３
月
に
行
わ
れ
た

の
地
域
福
祉
で
大
切

な
こ
と
は
、「
福

祉
」
に
対
す
る
マ
イ

ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
払

拭
す
る
こ
と
だ
と
語

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
域

福
祉
は
、
問
題
解
決

型
か
ら
目
的
実
現
型

へ
考
え
方
の
転
換
が

必
要
で
、
地
域
の
課

題
を
出
し
合
い
共
有

し
、
理
想
の
状
態

（
こ
う
な
っ
た
ら
い

い
な
）
を
共
に
描

き
、
地
域
の
協
働
の

実
践
に
よ
っ
て
実
現

し
て
い
く
「
増
進
型

地
域
福
祉
」
で
あ
る

今
、改
め
て
福
島
の
声
を
聞
く

今
、改
め
て
福
島
の
声
を
聞
く

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

今
の
時
代
を
生
き
る
私
た
ち

は
、
今
回
、
福
島
の
現
状
を
学
ぶ

こ
と
で
、
東
日
本
大
震
災
と
、
福

島
第
一
原
発
事
故
と
い
う
歴
史
的

な
大
事
故
を
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

を
生
き
る
人
達
へ
と
語
り
継
い
で

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

参加申し込み・お問い合わせ

野
里
大
日
町
自
治
会
主
催
の
認
知

症
見
守
り
声
か
け
訓
練
の
と
り
く

み
を
紹
介
し
ま
し
た
。「
地
域
住

民
が
主
役
の
活
動
を
広
げ
る
こ
と

が
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。
地

域
の
担
い
手
に
な
る
人
の
力
を
ど

う
引
き
出
す
か
専
門
職
に
求
め
ら

れ
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
検
討
会
議
で
出
さ
れ
た

と
り
く
み
報
告
や
講
演
が
生
か
さ

れ
、
今
後
、
姫
路
市
の
課
題
、
仕

組
み
づ
く
り
が
検
討
さ
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

姫路医療生活協同組合 組合員サービス部
　TEL 079－285－3399
　FAX 079－285－3406

今月折込み

 しています

虹虹の の 　　　　　　　　
バレンタインバレンタイン
　　　行動　　　行動にに
ご協力下さいご協力下さい
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お
米
ピ
ザ

お
米
ピ
ザ

に
し
め
じ
・
ウ
ィ
ン
ナ
ー
・

ベ
ー
コ
ン
を
の
せ
、
最
後
に

チ
ー
ズ
を
の
せ
て
フ
ラ
イ
パ

ン
に
蓋
を
し
て
、
チ
ー
ズ
が

溶
け
た
ら
完
成
。

※ 

他
に
も
ピ
ザ
に
合
う
食
材
を

の
せ
て
、
自
分
流
に
ア
レ
ン

ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

虹
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
駅
前
宣
伝
行
動

２
月
５
日
（
火
）
14
時
〜
15
時　

※
２
面
に
関
連
記
事

場
所　

山
電
姫
路
駅
前
広
場
（
雨
天
時
：
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
ピ
オ
レ
前
）

２
月
６
日
（
水
）
15
時
45
分
〜
16
時
45
分

場
所　

Ｊ
Ｒ
網
干
駅
前
（
雨
天
決
行
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
花
北

2
月
20
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
15
時　

場
所　

花
北
市
民
広
場　

第
６
会
議
室

原
発
な
く
せ
駅
前
署
名
宣
伝
行
動

３
月
11
日
（
月
）
14
時
〜
15
時

場
所　

山
電
姫
路
駅
前
広
場
（
雨
天
時
：
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
ピ
オ
レ
前
）

学
習
講
演
会
「
福
島
を
忘
れ
な
い
」

 

〜
福
島
の
現
況
か
ら
学
ぶ
原
発･

憲
法･

沖
縄
〜

３
月
15
日
（
金
）
14
時
〜
16
時　

※
２
面
に
関
連
記
事

場
所　

イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
３
階　

あ
い
め
っ
せ
ホ
ー
ル

サ
ー
ク
ル 

て
く
て
く

 

226

３
月
８
日
（
金
）　

参
加
費　

６
０
０
０
円

美
作
市
河
会
山
野
草
の
里
・
長
福
寺
三
重
塔
・
柵
原
鉱
山
資
料
館
・

片
山
潜
記
念
館
・
法
然
誕
生
し
た
寺
誕
生
寺
を
訪
ね
る
（
岡
山
）

会
員
申
込　

２
月
12
日
ま
で
葉
書
で
姫
路
市
宮
上
町
１
―
59
―
２

野
村
千
恵
子
宛
へ
☎
090
―
８
２
０
１
―
７
６
８
８

行
事
案
内

関
心
が
あ
る
行
事
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

お問合せ
☎079-285-3399
（組合員
 サービス部）

材
料
（
２
〜
３
人
分
）

ご
は
ん 

茶
碗
２
杯
分

卵 

１
個

ケ
チ
ャ
ッ
プ

ウ
イ
ン
ナ
ー

ベ
ー
コ
ン

し
め
じ

チ
ー
ズ
（
と
ろ
け
る
タ
イ
プ
）

【
作
り
方
】

① 

ご
は
ん
を
ボ
ウ
ル
に
入
れ
、

そ
こ
に
卵
を
割
り
入
れ
混
ぜ

合
わ
せ
る
。

② 

フ
ラ
イ
パ
ン
に
①
を
お
好
み

焼
き
の
生
地
の
よ
う
に
広
げ

て
焼
く
。
片
面
に
焼
き
色
が

付
い
た
ら
裏
返
し
て
弱
火
に

す
る
。

③ 

焼
き
色
が
付
い
て
い
る
面
に

ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
塗
り
、
そ
こ

支部・　支部・　
ブロックブロック
通信通信

東
第
１
支
部

黒
田
美
知
子
さ
ん

▲会場は笑いの渦に

▲スウィングフェローズの皆さん

▲講演する笑福亭智之介氏

▲あいさつする松井代表

▲初顔合わせの人ともつながりが出来て…

　

あ
ぼ
し
ブ
ロ
ッ
ク
新
春
の
つ
ど

い
が
、１
月
12
日（
土
）、姫
路
市
立

図
書
館 

網
干
分
館
大
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
、
組
合
員
・
職
員
・
地
域

の
方
合
わ
せ
て
208
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

第
一
部
は
「
振
り
込
め
詐
欺
に

ご
用
心
」
の
テ
ー
マ
で
、
落
語
家

の
笑
福
亭
智ち

之の

介す
け

さ
ん
に
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
落
語
を
交
え

　

ま
た
、
智

之
介
さ
ん
は

マ
ジ
シ
ャ
ン

と
し
て
も
活

躍
中
で
、
カ

ー
ド
マ
ジ
ッ

ク
な
ど
を
披

露
し
会
場
を

沸
か
せ
ま
し

た
。

　

第
二
部
は
『
ス
ウ
ィ
ン
グ
フ
ェ

ロ
ー
ズ
』
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ヴ

で
し
た
。「
上
を
向
い
て
歩
こ

う
」、「
い
い
日
旅
立
ち
」
な
ど
懐

か
し
い
歌
を
演
奏
。
ビ
ブ
ラ
フ
ォ

ン
、
ピ
ア
ノ
、
ベ
ー
ス
な
ど
か
ら

流
れ
る
音
色
に
会
場
は
う
っ
と

り
。
会
場
か
ら
は
自
然
と
手
拍
子

が
聞
こ
え
、
最
後
は
ア
ン
コ
ー
ル

の
か
け
声
に
の
っ
て
演
奏
さ
れ
た

曲
「
高
原
列
車
は
行
く
」
を
全
員

で
合
唱
し
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮

に
。
楽
し
い
新
春
の
つ
ど
い
と
な

り
ま
し
た
。

（
あ
ぼ
し
ブ
ロ
ッ
ク
長　

 

福
居　

良
介
）

あ
ぼ
し
ブ
ロ
ッ
ク
新
春
の
つ
ど
い
開
催

笑
っ
て

笑
っ
て  

歌
っ
て

歌
っ
て  

福
よ
来
い

福
よ
来
い

人
ほ
ど
実
は
危
険
だ
そ
う
で
す
。

智
之
介
さ
ん
は
、「
変
な
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
ら
慌
て
ず
、
ま
ず

落
ち
着
く
こ
と
が
詐
欺
に
騙
さ
れ

な
い
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
」
と

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

な
が
ら
最
近
の
振
り
込

め
詐
欺
の
手
口
を
紹

介
。
軽
快
な
お
話
に
会

場
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

詐
欺
の
被
害
は
年
々

増
加
し
、
手
口
も
非
常

に
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
の
女
性
が
一

番
被
害
に
遭
う
確
率
が

高
く
注
意
が
必
要
だ
そ

う
で
す
。
ま
た
、
私
は

大
丈
夫
と
思
っ
て
い
る

健康野菜

８：00 ～ 10：00
共立病院正面玄関

２月５日（火）
　　12日（火）
　　19日（火）
　　26日（火）

ひまわり市ひまわり市

時間　PM2:00～4:00
場所　共立病院相談室
 （共立病院の薬局前）
協力　 姫路総合法律事務所
　　　（弁護士）

２月21日（木）
３月28日（木）

４月18日（木）

※ 要予約　相談希望の
方は、下記へお申し
込みください
　姫路医療生協本部
 ☎(079)285-3398

無料法律無料法律
なんでも相談なんでも相談

毎月第３
木曜日

※３月は祝日のため第４木曜日

～12.8くらしの助け合いの会「はなちゃん」支援者交流会～

　

12
月
８
日
（
土
）
く
ら

し
の
助
け
合
い
の
会
「
は

な
ち
ゃ
ん
」
支
援
者
交
流

会
を
中
華
料
理
店
紅
宝
石

で
行
い
ま
し
た
。

　

16
支
部
か
ら
49
名
の
支

援
者
が
集
ま
り
、
日
々
の

活
動
へ
の
労
い
と
こ
れ
か

ら
の
活
動
に
乾
杯
し
ま
し

た
。

　

各
テ
ー
ブ
ル
で
自
己
紹

介
を
行
い
、
普
段
の
活
動

で
感
じ
た
こ
と
や
悩
み
を

共
有
し
ま
し
た
。

　

支
援
を
始
め
て
間
も
な

た
」「
美
味
し
い
料
理

を
食
べ
て
、
よ
り
一
層

が
ん
ば
ら
な
い
と
い
け

な
い
ね
」
と
の
声
も
あ

り
、
地
域
を
越
え
た
繋

が
り
づ
く
り
と
今
後
の

活
動
へ
の
活
力
と
な
り

ま
し
た
。

支
援
者
募
集

　

「
は
な
ち
ゃ
ん
」
で

は
、
支
援
者
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
小
さ
な
こ
と
の
お

手
伝
い
を
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
一
度
、
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

く
ら
し
の
助
け
合
い
の
会
「
は

な
ち
ゃ
ん
」
事
務
局

☎
079
―
285
―
３
３
９
９ 

（
古
澤
）

い
支
援
者
の
方
も
積
極
的
に
お
話

し
に
参
加
さ
れ
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
久
し
ぶ
り

に
会
え
た
人
も
い
て
嬉
し
か
っ

くらしの困りごとを支える
支援の輪をひろげよう
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
に
応
募
さ
れ

て
い
る
組
合
員
さ
ん
に
刺
激
を

受
け
て
初
め
て
の
挑
戦
で
す
。

町
内
で
あ
っ
た
時
に
気
軽
に
声

を
か
け
て
下
さ
り
、
ま
た
声
を

か
け
た
り
、「
ひ
め
じ
」
が
繋

が
り
を
濃
く
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
し
っ
か
り
お
届
け
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。

 （
森　

美
幸
さ
ん（
69
）広
畑
区
）

　

最
近
、
物
忘
れ
が
多
く
な
っ

て
き
た
の
で
頭
の
体
操
に
な
る

か
と
思
っ
て
漢
字
熟
語
の
し
り

と
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
も
考
え
る
の
が
好

き
で
す
が
、
な
か
な
か
難
し
い

で
す
。

（
岡
本
喜
久
江
さ
ん（
88
）城
東
町
）

　

昨
年
10
月
末
に
姉
が
他
界

し
、
寂
し
い
思
い
を
し
ま
し
た

が
、
毎
日
病
院
へ
行
き
、
姉
の

笑
顔
が
見
ら
れ
て
悔
い
な
き
日

々
に
感
謝
。
健
康
に
つ
い
て
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
数
ヶ
月
で
し

た
。
健
康
っ
て
大
事
で
す
。
日

々
を
大
切
に
過
ご
し
た
い
も
の

で
す
。

（
松
下
た
か
ね
さ
ん（
70
）北
条
梅
原
町
）

　

長
い
間
続
け
て
い
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
今
年
で
卒
業
で
す
。

ま
た
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
よ
う
と
、
体
と
相
談
し

な
が
ら
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い

ま
す
。

（
田
辺
美
恵
子
さ
ん（
74
）飾
磨
区
）

　

当
選
し
ま
し
た
！
本
日
「
ひ

ょ
う
ご
ま
る
ご
と
健
康
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
の
商
品
が
届
き
ま
し

た
。
血
圧
チ
ェ
ッ
ク
に
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
が
、
今
も
毎

日
測
定
し
て
い
ま
す
。
先
日
の

あ
ぼ
し
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
新
春
の

つ
ど
い
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

（
大
庭
新
一
さ
ん（
78
）大
津
茂
支
部
）

　

昨
年
孫
が
結
婚
し
ま
し
た
。

今
年
は
ひ
孫
を
と
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

（
中
山
ち
な
み
さ
ん　

香
寺
町
）

答 A B C D E Ｆ

㉘
「
若
草
物
語
」
の
ジ
ョ
ー

㉙
幸
せ
。
…
…
を
つ
か
む

①
…
…
四
十
八
文
字

②
桃
太
郎
の
お
じ
い
さ
ん
は
山
へ

何
を
し
に
行
っ
た
？

③
淡
路
…
…
。
佐
渡
…
…

⑤
渓
流
釣
り
の
代
表
的
な
魚

⑥
金
足
農
業
高
校
と
か

⑨
一
度
に
た
く
さ
ん
降
る
雪

⑫
成
田
山
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

有
名

⑭
「
ほ
た
る
の
光
」
は
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
…
…
で
す

⑯
猫
に
小
判
、
ブ
タ
に
…
…

⑰
液
晶
画
面
上
の
笑
顔
な
ど

⑲
ラ
イ
ト
と
セ
ン
タ
ー
間
。
…
…

間
㉑
時
短
レ
シ
ピ
に
不
可
欠

㉓
「
麒
麟
」
の
読
み
方
は
？

㉖
お
酒
の
飲
め
な
い
人

【
応
募
方
法
】

　

ハ
ガ
キ
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
の
答
え
を
記
入
し
て

ご
応
募
下
さ
い
。
抽
選
で
正

解
の
方
10
名
に
図
書
カ
ー
ド

を
お
送
り
し
ま
す
。
あ
な
た

の
身
近
な
出
来
事
や
ニ
ュ
ー

ス
の
感
想
な
ど
も
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
差
し
支

え
な
け
れ
ば
、
年
齢
を
ご
記

入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。（
読
者
の
た
よ
り
コ

ー
ナ
ー
に
掲
載
さ
せ
て
頂
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

【
応
募
先
】

〒
６
７
０
｜
０
８
３
２

姫
路
市
双
葉
町
10

姫
路
医
療
生
協
編
集
部

締
め
切
り
は
2
月
28
日
で
す
。

12
月
号
の
答
え
と
当
選
者

　

正
解
は

　

「
ト
シ
コ
シ
ソ
バ
」

今
回
は
85
通
の
応
募
で
し
た
。

　

以
下
の
10
名
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま
す
。

綾
部　

明
美
さ
ん（
網
干
区
）

中
田
マ
サ
ノ
さ
ん（
御
国
野
町
）

頼
末　

君
子
さ
ん（
砥　

堀
）

三
木　

知
子
さ
ん（
北　

原
）

池
本
三
千
蔵
さ
ん（
木　

場
）

瀧
井　

和
子
さ
ん（
大
津
区
）

金
川　

幸
子
さ
ん（
大
津
区
）

本
多　

妙
子
さ
ん（
網
干
区
）

井
置　

喜
子
さ
ん（
別
所
町
）

福
尾　

純
子
さ
ん（
網
干
区
）

【
問
題
】
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
、

Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
で
き
る
言

葉
は
、
な
に
？

① 

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
創
業

者
の
名
字

④
色
気
よ
り
…
…

⑦ 

ウ
サ
ギ
ウ
マ
と
も
言

う
⑧
目
は
心
の
…
…

⑩ 

エ
フ
…
…
。
…
…
マ

ン

⑪
物
知
り
…
…
。
お
天
気
…
…
。

ジ
キ
ル
…
…

⑬
地
震
・
…
…
・
火
事

⑮
豆
ま
き
の
翌
日
で
す

⑱
学
問
と
教
育
。
…
…
地
区

⑳
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
が
名
産

㉒
出
し
ゃ
ば
り
の
反
対

㉔ 

「
三
四
郎
」、「
そ
れ
か
ら
」「
…

…
」

㉕ 

お
湯
を
沸
か
す
と
出
ま
す

㉗ 

英
語
で
は
リ
リ
ー

2
月
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会　

健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　

☎
０
１
２
０
―
９
７
９
―
４
５
１

健康健康
講座講座

読
者
の
た
よ
り

居宅介護支援事業所統括責任者　杉岡　眞由美

　

超
高
齢
者
社
会
に
突
入
し
た

今
、
多
死
時
代
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
少
し
専
門
的
な

話
で
す
が
、
厚
生
労
働
省
は
平

成
30
年
３
月
に
「
人
生
の
最
終

段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ
ア
の

決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
改
定
版
を
発
表
し

ま
し
た
。誰
も
が
迎
え
る
最
期
、

自
分
自
身
の
死
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
ま
す
か
。
そ
し
て
そ

の
時
ま
で
自
分
自
身
の
人
生
を

ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
く
の

か
。
ま
さ
に
自
己
決
定
を
尊
重

し
支
え
る
た
め
の
指
針
で
す
。

　

多
く
の
高
齢
者
の
本
音
は
住

み
慣
れ
た
自
宅
で
最
期
ま
で
過

ご
し
た
い
と
望
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。し
か
し
な
が
ら「
家
族
に
迷

惑
を
か
け
た
く
な
い
か
ら
病
院

や
施
設
で
」
と
い
う
言
葉
を
よ

く
耳
に
し
ま
す
。
終
末
期
の
方

に
過
度
の
点
滴
な
ど
を
行
い
、

苦
痛
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
珍

し
く
な
く
、一
方
で
は
、終
末
期

で
あ
っ
て
も
病
院
か
ら
退
院
し

て
明
る
い
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
中

に
は
余
命
宣
告
さ
れ
た
こ
と
が

間
違
い
で
は
な
い
か
と
思
え
る

ほ
ど
活
気
を
取
り
戻
し
、
家
族

と
の
最
期
の
時
間
を
過
ご
さ
れ

た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
私
自

身
も
多
く
の
感
動
を
経
験
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
本
人

が
真
に
望
む「
在
宅
」と
い
う
環

境
で
過
ご
さ
れ
る
満
足
感
と
喜

び
が
活
力
と
し
て
表
れ
る
の
で

月
曜
日　

糖
尿
病
に
よ
る
目
の
病
気（
網
膜
症
）の
は
な
し

火
曜
日　

ス
ポ
ー
ツ
で
歯
を
失
わ
な
い
た
め
に

水
曜
日　

足
の
し
び
れ
〜
坐
骨
神
経
障
害
〜

木
曜
日　

大
腸
の
病
気
と
生
活
習
慣

金
土
日　

子
ど
も
の
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
食
事

※ 

11
日（
月
・
祝
）は
金
土
日
の
テ
ー
マ
を
放
送
。

今、この瞬間を
意欲的に生きぬくために
準備しておきたいこと

　

共
立
病
院
デ
イ
ケ
ア
に
入
職
し

２
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
リ
ハ
ビ
リ
専
門
病
院
で
経
験
を

積
ん
で
き
ま
し
た
が
、
病
院
の
中

だ
け
で
は
、
患
者
様
・
利
用
者
様

の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
リ
ハ
ビ
リ

が
本
当
に
有
効
な
の
か
が
見
え
に

く
い
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。

　

デ
イ
ケ
ア
で
は
退
院
後
の
生
活

に
関
し
て
利
用
者
様
か
ら
直
接
お

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
と
も
に

悩
み
、
考
え
、
方
向
性
を
一
致
さ

せ
る
こ
と
で
、
そ
の
方
の
生
活
環

境
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施

で
き
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
様
か
ら
は
よ
く
「
あ
な

た
に
は
何
で
も
相
談
し
や
す
い
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
が
長
所
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
は
利
用

者
様
の
身
体
と
精
神
の
両
面
か
ら

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
セ
ラ
ピ
ス
ト
を

目
標
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 木き

村む
ら　

直な
お

人と

さ
ん

共
立
病
院
デ
イ
ケ
ア

理
学
療
法
士

職
場
の
ホ
ー
プ
君

職
場
の
ホ
ー
プ
君

★★★★

★★★★

32
…

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
、
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア

・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
い
う
終
末

期
の
向
き
合
い
方
や
人
生
会
議

（
通
称
）
の
実
践
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
自
立

の
究
極
と
言
え
る
自
己
決
定
で

す
。
終
末
期
以
外
で
も
自
分
自

身
の
人
生
の
価
値
観
を
伝
え

る
。
例
え
ば
ど
こ
で
ど
の
様
に

し
て
誰
と
過
ご
し
た
い
の
か
。

ま
た
そ
の
こ
だ
わ
り
は
？
な
ど

一
番
信
頼
で
き
る
人
に
伝
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
次
に
終
末
期

に
自
分
の
意
思
を
伝
え
ら
れ
な

い
場
合
が
70
％
と
の
報
告
も
あ

り
代
理
決
定
人
を
決
め
て
お
く

こ
と
も
必
要
で
す
。
こ
の
時
期

は
早
す
ぎ
る
こ
と
は
な
く
、
し

っ
か
り
今
を
生
き
る
た
め
に
準

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

今
回
の
内
容
で
疑
問
点
や

よ
り
詳
し
い
話
を
聞
き
た
い

と
い
う
方
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　
　

☎
079
―
285
―
３
５
４
５

 

（
担
当
：
杉
岡
）
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平
和
の
祈
り
を

平
和
の
祈
り
を

う
た
ご
え
に
乗
せ
て

う
た
ご
え
に
乗
せ
て

西
本　

好よ
し

道み
ち
さ
ん

高
砂
支
部

在
50
代
か
ら
70
代
の
29
名
が
在
籍

し
、
女
性
21
名
、
男
性
８
名
で
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
本
さ
ん
は

団
長
と
し
て
美
し
い
歌
声
で
メ
ン

バ
ー
を
引
っ
張
る
一
方
、『
み
ん

な
う
た
う
会
』
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

郷
土
芸
能
を
伝
え
た
い

郷
土
芸
能
を
伝
え
た
い

　

郷
土
芸
能
を
広
め
た
い
と
の
思

い
か
ら
和
太
鼓
も
習
得
さ
れ
、
東

播
セ
ン
タ
ー
合
唱
団
民
謡
集
団

『
あ
ら
ぐ
さ
』と
『
あ
ら
ぐ
さ
子
ど

も
太
鼓
』を
創
設
。
子
ど
も
た
ち

「
う
た
ご
え
」は
平
和
の
力

「
う
た
ご
え
」は
平
和
の
力

　

西
本
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
多
く
の

曲
を
作
詞
・
作
曲
さ
れ
て
い
ま

す
。
還
暦
を
迎
え
た
10
年
前
か
ら

は
毎
年
『
好
道
コ
ン
サ
ー
ト
』
を

開
催
し
、
創
作
曲
を
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
核
兵
器
廃
絶
の

思
い
か
ら
国
民
平
和
大
行
進
も
30

年
以
上
続
け
ら
れ
、
平
和
に
関
す

る
署
名
も
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。「
悲
惨
な
戦
争
を
二
度
と

繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い
。
憲
法

が
壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
今
、

う
た
ご
え
は
平
和
の
力
を
合
言
葉

に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
」
と
力

強
く
語
る
西
本
さ
ん
の
表
情
は
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。
今
後
も
お

元
気
で
、
う
た
ご
え
と
和
太
鼓
で

平
和
を
訴
え
続
け
て
く
だ
さ
い
。

（
取
材　

常
任
理
事　

川
井 

隆
）

ー
デ
ィ
オ
ン
を
弾

く
職
場
の
先
輩
の

影
響
で
19
歳
の
時

に
「
う
た
ご
え
運

動
」
と
出
会
い
ま

す
。
西
播
セ
ン
タ

ー
合
唱
団
４
期
研

究
生
を
終
了
さ

れ
、
西
播
セ
ン
タ

ー
合
唱
団
に
入

団
。
22
歳
の
時
に

高
砂
市
へ
の
移
住

を
機
に
東
播
セ
ン

タ
ー
合
唱
団
へ
移

籍
し
現
在
に
至
り

ま
す
。
東
播
セ
ン

タ
ー
合
唱
団
は
現

上
手
な
の
で
、
音
楽
部
に
入
り
ま

せ
ん
か
」
と
誘
わ
れ
た
こ
と
が
音

楽
活
動
の
始
ま
り
で
し
た
。

　

高
校
を
卒
業
し
て
就
職
。
ア
コ

　

中
学
生
の
時
、
音
楽
の
先
生
か

ら
、「
西
本
君
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
が

　

１
９
４
８
年
に
始
ま
っ
た「
う
た
ご
え
運
動
」。
合
唱
を
主
体
と
し

た
サ
ー
ク
ル
活
動
を
基
盤
と
す
る
大
衆
的
で
民
主
的
な
音
楽
運
動

で
、国
民
の
声
を
歌
に
し
て
広
め
る
活
動
を
現
在
も
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の「
う
た
ご
え
運
動
」に
参
加
さ
れ
、
子
ど
も
達
に
和
太

鼓
の
指
導
も
さ
れ
て
い
る
西
本
好
道
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。

▲西本好道さん（右）。友人の稲田哲弥さんと

に
い
の
ち
を
大
切
に
し
て
、
夢
を

持
っ
て
前
を
向
い
て
生
き
て
い
っ

て
欲
し
い
と
、「
和
太
鼓
生
き
る
」

を
作
詞
作
調
。
ま
た
、
後
進
の
指

導
に
も
あ
た
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
子
ど
も
太
鼓
は
小
学
校
低
学
年

か
ら
練
習
し
て
い
ま
す
が
、
中
学

生
に
な
る
と
部
活
や
塾
で
忙
し
く

な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
が
辞

め
て
し
ま
い
ま
す
。
体
も
成
長
し

力
が
付
い
て
良
い
音
が
叩
き
出
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
こ
れ
か
ら
な
の

に
と
、
非
常
に
残
念
で
す
ね
」
と

話
す
西
本
さ
ん
。

「
う
た
ご
え
運
動
」と
の
出
会
い

「
う
た
ご
え
運
動
」と
の
出
会
い

▲好道コンサートでは太鼓も披露

▲うたごえで平和への願いを伝える


